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For the Future!  FMの未来  新たな価値を求めて

　働く人と組織が健康で、より知的生産性が高い働き

方をしていくために、働く環境＝ワークプレイスの整備

は欠かせない。通路の幅、机の配置、照明の色や照度、

パーティションの高さ、植栽や音など、人間の身体と

行動、心理において何が本当に効果的（あるいは阻

害しない）かを俯瞰的に見極めることが重要である。

SOF モデルは知的生産性に関わる、働き方（Style）、

組織（Organization）、ファシリティ（Facilities）と

いう 3 つの要素を組み合わせて、持続的にワークプレ

イスを進化させていくことを支援するツールである。こ

れまでの研究から、SOF 間のギャップや職階による認

識のずれ、上位戦略と施策のずれなどを可視化できる

ことがわかった。現在は実際の現場で使いながら、実

用可能なツール化を進めている。本発表では 2018

年度に行った 2 つの取り組みについて紹介する。

　ひとつ目は民間企業における実用化検討である。SOF

モデルの 50 項目のアンケートを、入社間もない社員で

も回答ができるように改訂し、約 200 人規模の某社の

オフィスリニューアルに際して、アンケート調査を実施し

た。SOF の 50 項目それぞれを、「達成度」と「重要度」

について 6 段階で評価、さらに重要度の高い項目を 5

つ選択してもらった。結果として、SOF すべてにおいて「重

要度」では 4 ポイントを下回る項目はなく、項目の妥当

性を検証することができた。「達成度」については 2 ～

3 ポイントの項目も複数見られ、特にファシリティについ

てはいびつな形となった。さらに、部門別・職階別に

分析したところ、認識と評価に大きな差が散見された。

例えば、職階別では全体的に本部長の達成度に対する

意識がやや高く、次にメンバー、グループリーダーは低

めに回答する傾向がみられた。ファシリティに関しては、

部門によって重要視する項目が異なることもわかり、今

後のリニューアルに向けてさらに個別に検討していくこと

になっている。課題として、現状は 50 問あり回答に時

間がかかるため、経営者の参画が難しいことが挙げられ

る。短時間で回答ができる、又は設問数を減らすなど

の工夫が必要である。

　もうひとつの取り組みは、学校現場への展開である。

この JFMA フォーラムを通して SOF モデルを知った横

浜市公立学校事務職員研究協議会に所属する職員が、

SOF モデルの学校版の開発を進めている。今、全国の

学校で問題となっているのが教職員の長時間労働であ

る。だが、時間削減だけでは教職員の負担になりかね

ないこと、新学習指導要領の施行や教育のデジタル化

も視野に入れた働き方改革と環境改善が望まれる。横

浜市公立学校事務職員研究協議会では、より質の高い

学びの環境を持続的に構築していくことを目指して、学

校版 SOF モデルを開発したが、その一部を今回紹介さ

せていただいた。部会として、2019 年度も本研究を

継続し、人を中心としたファシリティマネジメントを実現

するために、さまざまな活動を行っていきたい。◀

SOFモデルの
企業・学校への
実用展開に向けて

オフィス・ワークプレイスの知的生産性研究部会

図表1　知的生産性に関する設問 図表2　ファシリティ（F）項目　達成度・部門別の評価値
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